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１  はじ めに 

佐賀平野には、 農業用水のためのク リ ーク が縦横に張り 巡ら さ れている が、 1, 500km にも  

及ぶク リ ーク のう ち 800kmが土水路と なっており 、 法面浸食によ る 背面土の亀裂の発生などに

よ り 、 隣接する 道路の通行や営農に支障が出ている 所も ある 。 要整備延長 800kmのう ち、 幹線

420kmでは主に「 ク リ ーク 防災機能保全対策事業」 で、 年 8kmずつ整備が進めら れている と こ

ろであり 、 平成 24 年度から は県産スギ間伐材を用いたク リ ーク 木柵工によ る 護岸工事が本格

的に始まったが、 水辺で使用さ れる スギ材の耐久性については、 まだ資料が少ないのが現状で

ある 。  

そこ で、 ク リ ーク 法面の崩壊対策と し て現地施工さ れている 木柵工の木杭を引き 抜き 、 その

耐久性を調査する こ と と し た。  

２  調査方法 

 ク リ ーク 防災事業で法面整備が実施さ れる ク リ ーク 近辺において、 平成 21 年度又は平成 22

年度に施工さ れた既設のク リ ーク 木柵工から 長さ 4mの杭を引き 抜き 、林業試験場に持ち込み、

洗浄及び乾燥後、 ピロ ディ ン 6Ｊ 及びファ コ ッ プによ る 耐久性調査を実施し た。  

調査位置については、 杭頭から 5cm、 10cm、 20cm、 30cm、 40cm、 50cm、 100cm、150cm、 200cm、

250cm、 300cm、 350cm、 約 380cmの 13 箇所と し た。  

耐久性低下の基準については、 過去の調査結果から 応力波伝搬速度 1, 100m/s、 ピロ ディ ン 

貫入深度 20mmを耐久性低下ラ イ ンと し た。  

今回は令和元年度の調査結果について報告する 。  

応力波伝搬速度の測定…ファ コ ッ プのスタ ート 、 スト ッ プセンサーを杭に取り 付け、 センサー 

間距離を測定後、 ス タ ート センサーを打撃し 、 応力波の到達時間を 

測定し 応力波伝搬速度を算出。  

ピロ ディ ン貫入深度の測定…1 箇所あたり 3 点（ 1 点測定毎に 120 度回転） 測定し 、 貫入深度 

の平均値を算出。  

３  調査箇所 

令和元年度は 5 箇所から 杭の引抜を行った（ 表－１ ）。 調査地①②については、 施工後 9 年が

経過し た杭、 調査地③④⑤については施工後 10 年が経過し たスギ杭を調査し た。  

表－1　 調査地一覧

番号 地区 施工年度 経過年数 木杭樹種 本数 水面位置 水底位置
① 佐賀市川副町犬井道 H22 9 ス ギ 5 杭頭から 0cm下 杭頭から 50cm下
② 佐賀市東与賀町 H22 9 ス ギ 3 杭頭から 30cm下 杭頭から 75cm下
③ 佐賀市佐大南 H21 10 ス ギ 5 杭頭から 5cm下 杭頭から 50cm下
④ 佐賀市巨勢町 H21 10 ス ギ 5 杭頭から 75cm下 杭頭から 125cm下
⑤ 佐賀市犬井道集落寄り H21 10 ス ギ 5 杭頭から 25cm下 杭頭から 65cm下

����� ��	
��������

����



４  調査結果 

調査結果について図－１ 、 ２ に示す。  

調査地①についてはピロ ディ ンの貫入深度が 20mm 以下と 小さ く 、 杭の全ての調査位置で 

耐久性の低下は確認さ れなかったが、 調査地②、 ③、 ④、 ⑤では、 ピロ ディ ンの貫入深度が大

き く 、 応力波伝搬速度が小さ いこ と から 、 水面上部において耐久性が低下し ている と 考えら れ

た。 こ れまでの調査結果（ ※Ｈ24～佐賀県林業試験場業務報告書） でも 、 杭全体のう ち、 水面

上部に位置する 箇所において、 耐久性の低下が確認さ れていたこ と から 、 今回の調査でも 同様

の結果と なった。  
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図－１  調査位置のピロ ディ ン貫入深度 
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図－２  調査位置の応力波伝搬速度 

５  まと め 

 令和元年度に引抜いた杭の調査結果から 、 ク リ ーク 杭の耐久性については、 こ れまでの報告

と 同様に水面上部のみ耐久性が低下し 、 水面下部については耐久性の低下がみら れなかった。  

ク リ ーク の管理水位を上げる こ と によ り 、 木柵工の水面上部の耐久性低下部位が減少する  

こ と で、 木柵工の耐用年数を長期化さ せる こ と も 可能と 思われる が、 法面の洗掘等生じ る 恐れ

がある 。  

今後は、 ク リ ーク 木杭の耐久性調査を継続し て行う と と も に、 ク リ ーク 木杭の耐久性（ 耐用

年数） 向上に関する 調査・ 研究についても 取り 組んでいく こ と と し ている 。  
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